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第25回京都府臨床検査精度管理調査報告にあたって
～精度管理事業　今昔～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(社)京都府臨床検査技師会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　精度管理委員会長　　石澤　衛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
貴下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
京都府臨床衛生技師会主催の精度管理調査も今年度で25回を迎え、ここに精度管理調査報告書を発行す

ることができました。これもひとえに本事業に積極的に参加下さいました関係各位のご努力の賜と心より厚
く御礼申し上げます。
各研究班の精度管理委員をはじめ協力頂きました会員の方々、誠にご苦労さまでした。

多くのボランティアの方々に感謝と御礼を申し上げます。

さて、精度管理事業も第25回と四半世紀となりました。ここいらで京臨技の精度管理事業の歴史を少し
振り返ってみたいと思います。と、申しましても私が精度管理担当理事として関わったのが第14回
1998(H10)年度なので、それ以降の変遷を少し綴ってみたいと思います。
前任の理事から精度管理事業の引継ぎの際、参加施設の一覧表（施設番号○○番の△△施設は化学、血

液、一般の参加といったリスト）が手書きであったことを記憶しています。当時はまだ過渡期だったので
しょう。その年度から施設リストをエクセルで作成いたしました。でも、注意して入力しているにもかかわ
らず入力ミスがあり、何度かサンプル発送準備のときに「石澤さん、これ間違ってるで」と精度管理委員の
かたからご指摘が・・・。
現在、精度管理事業のサンプルは、宅配業者が各施設にそれぞれ配布していますが、当時は各施設に出入

りしている問屋さん数社にお願いして配布していただいておりました。今でこそ、１日に何台も宅配業者の
トラックを見かけるご時世ですが、当時は問屋さんの協力なしでは精度管理事業は成り立たなかったことは
想像に難くないと思われます。しかし、その後プロモーションコードに引っ掛かるということで、第20回
2004(H16)年度から宅配業者による配布となりました。奇しくもサンプル配布の日、台風23号が北部を襲
い一部の施設ではサンプルの到着が1日遅れてしまうという事態が生じました。にもかかわらず、その1日遅
れた数施設からの回答が真っ先に届きました。
第24回2008(H20)年度から全研究班が一同に会しての合同報告会を実施するはこびとなりました。もう

ひとつは、前回までは精度管理特集号として会誌にサーベイの結果を掲載しておりましたが、コストが非常
に掛かる等の理由で、CDにPDFファイルを焼き付けたものを施設単位に配布することになりました。会員
個人で見たい場合は、京臨技のホームページでも閲覧ができるようになりました。
第25回2009(H21)年度からはサーベイの参加が有料化となりました。サーベイの項目の増加や凍結乾燥

品が増えたために京臨技の財政を圧迫していたことが理由です。有料になったことで、より質の高いサーベ
イを提供しなくてはというプレッシャーがわれわれにかかっております。今年度の精度管理事業の皆様の評
価はいかがでしょうか？
そして、昔も今も変わっていないのは、各研究班の精度管理委員のかたの存在です。精度管理委員のかた

は、自分の研究班のことはもちろんサンプル発送準備においては、全体のサンプルの梱包や各種問題用紙・
回答用紙のチェック等々もやっていただいております。サーベイの集計、原稿執筆だけでも大変な仕事で
す。私も理事になる前の数年間、血液の精度管理委員をやっておりましたが、正月休みにデータを入力して
いたことを懐かしく思い出します。
昨秋のサンプル発送準備の日、ある研究班のサンプルが準備できていないというハプニングがありまし

た。遅れてきたサンプルをみんなが手分けしてピペットで分注する作業をテキパキとやってくれました。誰
ひとり先に帰ったり文句を言ったりする人もありませんでした。私も見ていて「うーん、さすがプロ集団」
「京臨技のチームワークは凄い！」と心の中でつぶやきました。この日の精度管理委員をはじめとするボラ
ンティアの面々は本当にすばらしいものでした。
私が長い間、精度管理担当理事を続けて来られたのも、このような代々の精度管理委員の方々に支えても

らったおかげです。これからもその時代、時代に合わせて精度管理事業の形は変わって行くでしょう。しか
し、このような精度管理委員の方々がいる限り京臨技の精度管理事業は安泰です。今後も京都の臨床検査の
レベルアップのために力を貸して下さい。
感謝をもって稿を終えたいと思います。どうもありがとうございました！


